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2018年 11月８日 

各  位 

会 社 名  株式会社 東芝 

東京都港区芝浦１－１－１ 

代表者名   代表執行役会長 CEO 車谷 暢昭 

       (コード番号：6502 東、名) 

問合せ先   執行役常務 長谷川 直人 

Tel 03-3457-2100 

 

剰余金の配当及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2018年９月 30日を基準日とする剰余金の配当（中間）につき

０円とするとともに、2018 年 12 月 31 日を基準日とする剰余金の配当（特別配当）について決議いたし

ました。また、期末の配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。なお、剰余金

の配当（特別配当）の実施にあたり、当社は 2018 年９月 30 日を臨時決算日とする臨時計算書類の作成

（臨時決算）を行い、2018 年度第２四半期累計期間（2018 年４月１日～2018 年９月 30 日）の期間損益

を分配可能額に算入しております。 

 

記 

 

１．剰余金の配当の内容 

（１）剰余金の配当（中間） 

 決定額 

（2018年９月期） 

直近の配当予想 

（2018年５月 15日） 

前期実績 

（2017年９月期） 

基 準 日 2018年９月 30日 2018年９月 30日 2017年９月 30日 

１ 株 当 た り 配 当 金 ０円 － ０円 

配 当 金 総 額 － － － 

効 力 発 生 日 － － － 

配 当 原 資  － － － 

 

（２）剰余金の配当（特別配当） 

 決定額（特別配当） 

基 準 日 2018年 12月 31日 

１ 株 当 た り 配 当 金 20円 （注１） 

配 当 金 総 額 13,041百万円（注２） 

効 力 発 生 日 2019年２月 15日（予定） 

配 当 原 資 利益剰余金 
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（注１）当社は、2018年 10月１日付で、普通株式の 10株につき１株の割合で株式併合を行っており、

株式併合後の１株当たり配当金の額を記載しています。 

（注２）基準日現在（2018 年 12 月 31 日）の配当の対象となる株式（自己株式を除く）については、

2019年１月に確定するため、確定した対象株式数をもって、2019年１月の当社取締役会において配当

金総額について決定する予定です。 

 

２．理由   

当社は、2018年６月 13日付「株主還元の方針に関するお知らせ」において、東芝メモリ株式会社（以

下、TMC）の株式譲渡が完了したことにより計上される相当額の譲渡益の一部について、7,000 億円程度

を目途とした自己株式取得による株主還元方針を公表するとともに、安定的な配当実施についても検討

する旨、お知らせしました。 

当社は、その検討の結果、本日開催の取締役会において、剰余金の配当等の決定権限の行使に関する

方針（株主還元方針）を以下の通りとすることを決定しました。 

 

＜剰余金の配当等の決定権限の行使に関する方針（株主還元方針）＞ 

当社は、中長期的な成長のための戦略的投資等を勘案しつつ、平均連結配当性向 30%程度（注３）を目

標とし、配当の継続的な増加を目指してまいります。また、状況に応じた自己株式の取得を組み合わせる

事により、株主への還元を強化してまいります。 

（注３）当面の間、TMCにかかる持分法損益は、本配当方針の対象外とします。 

 

2018年度第２四半期累計期間（2018年４月１日～2018年９月 30日）におきましては、2018年６月１

日付で完了しました TMCの株式譲渡を主因に業績が改善していることから、2018年９月 30日を臨時決算

日とする臨時決算を実施し、株主還元を実施するのに十分な分配可能額を確認することができたことか

ら、長期間無配が継続していたことも勘案し、上記株主還元方針を踏まえ、本日、2018 年 12 月 31 日を

基準日とする剰余金の配当を１株当たり 20円とすることを決定しました。 

 

３．臨時決算 

（１）臨時決算日 

   2018年９月 30日 

 

（２）臨時決算の概要 

  （単位：億円） 

科 目 金 額  

資 産 合 計 26,574 2018年９月 30日現在 

純 資 産 合 計 13,737  

利 益 剰 余 金 11,700  

売 上 高    223 2018年４月１日から 

営 業 利 益  ▲183 2018年９月 30日まで 

経 常 利 益    270  

臨 時 期 間 純 利 益 13,258  

（注４）臨時決算日時点の分配可能額は 1兆 1,679億円です。  
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（注５）配当予想は次のとおりとします。 

 当社は、2019年３月 31日を基準日とする剰余金の配当は、上記株主還元方針に基づき状況を総合

的に考慮し、１株当たり 10円、年間合計で１株当たり 30円の予定とさせていただきました。 

 1株当たり配当金（円） 

基 準 日 
第２四半期末 

（９月 30日） 

特別配当 

（12月 31日） 

期 末 

（３月 31日） 
年 間 

前 回 予 想    未定 未定 

今 回 修 正 予 想    10円（注６） 30円※ 

当 期 実 績  ０円 20円（注６）   

前期実績（2018年 3月期） ０円  ０円 ０円 

（注６）2018 年 10 月１日をもって当社普通株式の 10 株を１株に併合しており、本株式併合を反映した

１株当たり配当金の額を記載しています。 

 

以 上 

 

＊（注意事項） 
本文書に記載されている事項には、当社グループの将来についての計画や戦略、業績に関する予想及び見
通しの記述が含まれています。これらの記述は、当社が現時点で把握可能な情報から判断した想定及び所
信に基づく当社の予測です。実際の業績は、多様なリスクや不確実性により、当社の予測とは大きく異な
る可能性がありますので、ご承知おきください。なお、リスクのうち主なものは以下のとおりですが、こ
れに限られるものではありません。 
・ 地震、台風等の大規模災害 
・ 国内外における訴訟その他争訟 
・ 当社グループが他社と提携して推進する事業の成否 
・ 新規事業、研究開発の成否 
・ 国内外の政治・経済の状況、各種規制等 
・ 主要市場における製品需給の急激な変動及び価格競争の激化 
・ 生産設備等に対する多額の資本的支出と市場の急激な変動 
・ 金利為替等の金融市場環境の変化 

 


